ハロルド・ピンター『こびとたち』(1) by 細川 眞
Ⅰ1
丁度真夜中になる前に､ 彼らはフラットへ行った｡ そこは暗く､ ブラインドは降りてい
た｡ レンは正面ドアの鍵をあけ､ そしてそれを押して開けた｡ 多数の手紙がマットの上




彼はそれに息を吹き込み､ 電灯にかざして､ そして口に当てた｡ 体を曲げて､ 彼はそれ
を激しく振り､ そしてそれをズボンでこすり磨き､ 立ち上がり､ タオル掛けから堅い布
巾をつかんで､ そして彼の指を拭いた｡ 彼はそれからフルートを拭き､ 指の間でそれを
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ピートは立ち上がって､ あくびをし､ 本棚までぶらつく｡ 本は､ ぎっしりと積み重ね
































彼は腰を下ろした｡ レンは､ ハンカチを取り出して､ 微笑みながら彼のメガネを拭い







ピートは､ 座って､ 炉床を足で踏みならしながら､ 暖炉の中のすすだらけの新聞を見
ている｡






















―いいかい､ いい､ レンズの中心には常に光の点がある､ きみの視野の真ん中に｡ 間
違って歩くことはない｡ 足を踏み外すこともない｡ いつも真っ暗な夜ですらちょっ
との光の断片があるよ､ きみの前に保たれてね｡ いいかい､ ぼくと同様きみも知っ
ているんだが､ 額に絶えずしわを寄せて動き回っている人々がいる｡ 時々､ 彼らは
なんとかそのしわを取り除こうとする時､ 正しいんだが､ 彼らは何にでも金を使う｡
えっと､ ところで､ ぼくが同じ見解を持っていると言っているんじゃないよ､ この
光の一画が存在しているとぼくが理解している時があるからといって｡ 見解の似て
いるところはどこもないんだ｡ しかし､ ぼくが言おうとしているのはこれだけだ｡
この光の点が何をしようとも､ それは､ きみの眼窩の角度を示しているよ｡ そのよ
うにぼくを見る必要はないよ｡ きみはわかっていない｡ それは､ きみに方向感覚を
与えるんだ､ たとえきみが決して一つの地点から動かなくってもね｡





















言った｡ 物事は変化する｡ しかしぼくは変わらない｡ きみは知ってるかい､ ぼくが
先週のある日､ 五回もの質､ 量とも充実した食事をしたのを？ 十一時､ 二時､ 六




については､ それは言うまでもない｡ ぼくに関して言うと､ 夜にできることといえ
ば､ 食べることだけだ｡ そのおかげでぼくの体の調子はいい､ 特にもし家におれば
ね｡ やかんをかけるため階段を走り降りる､ やりかけていることを終えるため走っ


















―ユーストン？ かまどだよ｡ あれはかまどだよ｡ それでも､ 悪い空気はよくないが､























―それこそおれが今やっていることじゃないか､ ピートは言った｡ 実際､ おれはその
厳密な意味であいつの言葉を解釈しているんだぜ｡ あいつはお茶を飲むつもりだ｡
ブラック・ティーを｡ 何も入れないお茶｡ 一クォーターで一ポンド､ 九ペンスの｡
ベルが鳴った｡
―あいつだな､ とピートは言った｡ ドアを開けてやれよ｡


















―数学､ チェスとバレー｡ 十一､ 二才で始めないとね｡
―きみは何について話しているのかわかっていない｡
―むしろその前だよ｡
―いいかい､ レンは言った｡ 昨夜はずーっと､ 機械学と行列式を勉強していたのさ｡
元気を出すのに､ 微積分学をちょっと見るほどいいものは何もないよ｡ わかるかい？
それは死んでいる｡ 人を食べることがない｡ 心は門を飛び越え､ 空中を歩む｡
―なんだって？






















マークは微笑んだ､ そして何もない台所で周りを見渡した｡ 天井は低かった｡ 食器戸




手まねで示して､ 彼の手首はぐいと動いた｡ 彼は頭を振って､ 歯をカチカチした｡
―ぼくたちが住んでいる部屋は､ 出入り自由でそして閉まっている｡
テーブルの下から､ 彼は椅子をきしらせて座り始め､ 椅子の背を押して動かし､ 壁を
ゴツンとたたいた｡
―これらの部屋は意のままに形を変えるね､ と彼は言った｡ ぼくは喧嘩をするつもり
はないよ､ 不平も言わないよ､ いい､ もしそれらが同じままで不変なら｡ しかしそ
うではないんだ｡ そしてぼくには､ 当然であると信じ込まされている境界､ 限界が
見えない｡ それが厄介なのだ｡ ぼくは部屋､ ドア､ 階段､ 全ての自然の性質に全く
異存はないよ｡ しかし､ ぼくはそれらを当てにできない｡ 例えば､ 夜､ 列車の窓か
ら見て､ そして非常にはっきりと黄色の多数の明かりを見るとき､ ぼくはそれらの
実態がわかる､ そして静止しているのがわかる｡ しかし､ それらはぼくが動いてい
るからこそ､ ただ静止しているだけだね｡ ぼくは､ ぼくとともにそれらも動いてい
るのを知っている｡ そして､ カーブを曲がるとき､ それらはぶつかって消える｡ し
かし､ それらは静止している､ただ同じだということをぼくは知っている｡ 結局､
地面に根ざしているポールにくっついているだけだよ｡ だから､ 大地自体が静止し
ている限り､ もちろんそうではないんだし､ それは又別問題なのだが､ いずれにし




結局､ ぼくがその列車に乗っているとき､ 実際ぼくは全く動いていないんだ｡ それ
は明らかだね｡ ぼくは角の座席に座っている｡ ぼくはじっとしている｡ ぼくは､ 多
分､ 動かされ続けているが､ 動かない｡ 黄色の明かりもそうしない｡ 仮に列車が動
いているとしても､ しかし､ 列車はそれと何の関係があるのだい？
―まったく､ とマークが言った｡
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―それできみの立場は？ ぼくは､ これが､ 開いててかつ閉じられた実例ではないと
認めるのに全くやぶさかではない｡ しかし､ 即座にぼくは､ 開いてて閉じられたど
んな例も思いつかないよ｡ ごく率直に言って､ 一つの例も思いつくことすらできな







―いや｡ 彼らは席でじっとしているだろうね｡ そしてぼくは被告席にいるままだ｡ 何
ら変化なく｡ この件で､ もっともぼくが動けば､ 彼らもそうする｡ ぼくが監房に投
獄されれば､ 彼らはタクシーを呼ぶね｡
―その通りだ｡
―変化するが､ まったく変化なしだな｡ しかし､ すべてこれによって､ どこでぼくの
問題が解決されるのか？ きみはぼくにそのことを教えてくれるか？ いや､ もちろ
ん､ きみにはできないね｡ そういうことなのさ､ それがすべてさ｡ そしてずっとそ
うだろうね｡ 多分ぼくたちに罪はない｡ あるか？ ピートなら罪があるというだろ
うな｡ きみなら言わないだろう｡ ねっ？
―確かに､ とマークは言った｡ 俺たちにはないよ｡













中にいない時には､ きみは外にいる｡ いや､ もっと正確に言えば､ きみが外にいる
時には､ きみは中にいないってことさ｡
―そうだ､ その方がもっとふさわしいね｡

















しかしこれを見てくれよ｡ ぼくは農夫､ 建築業の相棒､ 荷造り業者､ 舞台係､ 船荷
発送係だった､ 芝土を掘り返したことがある､ ホップ摘み､ セールスマン､郵便配
達人だったこともある､ ぼくは今駅の赤帽､ 数学者､ バイオリン弾き､ ぼくは物書
きで､ クリケットの物笑いの種を演じている｡ ぼくは真珠採りに関わったことがな



















国際英語学部紀要 第 20 号
62
―もちろん､ きみはわかっているのかもしれないし､ あるいは､ きみが口を開くとき
に､ 適切であるかもしれないしあるいはそうでもないかもしれないような､ まった
くの当て推量をきみはしているのかもしれないが｡ もしその通りなら､ きみはかな
りの有望な射手だ､ そこまでは一応認めよ｡ しかし､ ぼくは時々､ きみはフォルム


























































た｡ それはスパックとラッツので､ イエッタ・クラッタによる演奏だよ｡ 教会音楽
だよ｡
―また別の機会に､ ヴァインブラット､ とピートは言った｡
彼らは家を出て､ アヒルの池まで歩いた｡ 木製の橋の側のベンチで､ 彼らは新聞を開
き､ 座った｡ 風が木の葉から垂れる雨をかしげた｡
―ピート､ ちょっと聞いて､ とレンが言った｡ 何故きみはぼくをいつもヴァインブラッ
トと呼ぶんだ？ ぼくの名前は､ ヴァインシュタインだよ｡ いつもそうだった｡
―その名が心から離れないんだよ｡
マークは咳込み始めて､ その咳はゴロゴロ鳴る耳障りなきしむような音になる｡ あえ
ぐ間にののしりながら､ 彼はよろめいて池の端まで行き､ そして唾をたくさん吐く｡ の
どをすっきりさせて､ 彼は再び暗い水の中に唾を吐く｡
―マーク､ とピートは言った､ 唾を吐いてばかりだからとてつもなく体調が悪いぜ｡

























―冗談じゃないぜ､ この業界､ マークは言った､ 煙を鼻から滑るように流しながら｡


































―ええっと､ 実を言うと､ ピート､ おれはまだそれに完全には手をつけてないんだよ｡
―もう五年だぜ｡ 何のためにおれはおまえと付き合っているんだよ｡
―いや､ おれは､ それを始める前に､ 先ず休暇が必要だったんだ｡










―ところで､ マークは言った､ ここはロンドン東部で一番いい古書店だぜ､ クライヴ
は｡
―強い印象を与えそうだと言えるな｡
―あれは 『イエロー・ブック』 でないか､ 黒の本のちょうど後ろの？
―それはチョウセンアザミと何か関係しているぜ､ ピートは顔を下に向けて言った｡






―おおあの本｡ おれは､ それはブリッツの 『論理学と結腸に関して』 と思ったぜ｡












―そうなんだ｡ しかし､ 準備不足で始めることになる､ なぜならこのテーマについて



































―どこにあるんだろう？ マークは鼻を嗅いだ｡ 工場はどこだ？ どこにある？
―向こうのどこかだぜ､ とピートは指を指した｡




―確かにあるぜ､ ピートが言った｡ 一日中あの臭いを出している｡ おれの寝室の窓の






―そうだよ､ ピートが言った｡ おれはヴァージニアとこのボートに乗ってたんだ､ い
い？ モーターボートだ｡ 川を下っていった｡ おれたちは曲がり角で曲がった､ す
るとそこ､ 二人の前約百ヤード下ったところに､ 今まで人が見たことがないような
全く静かな水の一画があったんだ｡ そこでおれはギニーに言った､ そこに入っても
大丈夫だろうよと｡ おれはレバーを押した､ そしてポッ､ ポッと音を立てて進んで
いった｡ それから､ 突然エンジンが止まってしまった｡ 燃料が切れたんだ｡ おれは
周りを振り返ってみた｡ うららかな日だった､ そして岸の方には警察署が立ってい
た｡ そこでおれは言った､ そこへ少しだけ入っていこう｡ おれたちはあてもなく小
さな奥まった所の中に､ 何とか流れて行こうとした｡ それからヴァージニアの方を
向いて､ おれは言った､ ちょっと待って､ 行く前に死体たちを見た方がいい｡ おれ
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たちは小さな隆起した岩の所まで行った｡ すると､ そこには､ はがねでできた約 1
フィートの二人のこびとが横たわっていた､ 会社のメモ用紙に包まれて｡ 死んでい
た｡ おれたちはそれらを素早く見てそれらをもとに戻した｡ それから油の缶を取り
に言ったんだ､ ええ？ おれは､ 階段を降りていって船室のドアを開けた｡ 角に何
か粗麻布にもたれて､ 同じ大きさで､ はがねでできた二人の黒人のこびとが横たわっ









ペットに射していた｡ 何一つ音はしなかった｡ 彼女は立ち上がった｡ 部屋の状態が変わっ
た｡ 陽光が揺れ動いた｡ 部屋は安定している｡ 陽光の形が新しくできた｡ しかし､ と彼
女は思った､ わたしが真っ直ぐ立ち上がる､ すると均衡が崩れる｡ わたしが妨害したの
よ｡ 普通では容易に動じない力に暴力を加えたことになる｡ わたしは転換させたの｡
彼女は微笑んだ｡ それは､ 明らかに､ 意表を突く思いつきだった､ ピートはそれを笑
い､ そして､ それについてきっともっと詳しく話すだろう｡ あのひとは何を言うだろう
か？ どのように始めるだろうか？ 部屋と日光は全くあるがまま､ そしてそれだけだ､
と言うわ｡ 多くの部屋とたった一つの太陽だけがあるよ｡ 部屋は構想と建築で不完全か
もしれない､ そしてその見方から批判されうるだろう｡ 屋根の漏れは欠陥だ｡ 適切な部
屋というのは建築者の力量そのものの証拠だ｡ それは家が引き倒されるまで静止したま
まだ｡ それから事実上部屋であることを止める｡ 部屋がある間のその中の変化は､ ただ
壁､ 床あるいは天井にだけに捜しだされる｡ 湿気､ 反り､ 乾燥腐敗｡ 家具､ 装飾､ 電気､
水道などの設備は単に二次的なもので､ 部屋への賦課物に過ぎない｡ 偏見や欲望の活動
を部屋のせいにするのは､ 単に病んだ､ あるいは幻惑された精神の投射､ 感情的耽溺の
兆候に過ぎないよ｡ 太陽を批判するのは不条理だ｡ 太陽は輝き､ そして地球はその周り
を回っている｡ それを批判したり反感を明らかにすることは､ 賛美するのと同様に不適
切だ｡ それはどちらにせよ､ 何らの傾向をもっていない｡ またどうであれ､ 太陽を敵あ
るいは味方､ つまり利害関係をもった勢力としてきみ自身の行動に関連があると考える
のは生産的でない｡ それはきみに関与した勢力でない｡ 太陽や部屋に何らかの他の概念















間前に図書館で会っていた､ そして二晩続けて散歩した｡ その日､ 彼は始めて電話で彼
女に話した｡ ぼくの父が亡くなった｡ 会ってお茶をつき合って欲しいと｡ 二人はハック
ニー・ロードのカフェーで会った｡ その午後はうっとうしく､ 威圧的だった｡ 彼らが座っ
たとき､ ピートが話し始めた｡ 彼女は彼をじっと見つめて聞いた｡ 警察は父が自殺した
と思っている､ と彼は言った｡ 彼自身はそうは思わなかった｡ 父は酔っ払ってガスをつ
けっぱなしにした可能性が高かったのだ｡ 彼が母の叫び声を聞いたのは､ 彼が配水管の
具合が悪くて､ 台所の流し台を直していた時だった｡ 彼女は部屋にいて､ 父の体を見下
ろして立っていた｡ 父はカーペットにぱったり倒れていて､ 部屋にガスが充満していた｡
母は警察を呼びに行った｡ 彼は父の所にとどまった｡ 彼女は今まで死者と一緒にいたこ
とがあっただろうか？ 彼はベッドの脚のように死んでいた､ そしてその上､ 無､ 全く
何物でもなかった｡ 彼は古いスペイン産白ワインのように気が抜けたのを感じた｡ すべ
てこの感情ってやつ､ それは何だ？ 石炭投入口を吹き落ちる大量のあぶく｡ 彼は古い
まき束のように干からびていた｡ スパナーはまだ彼の手の中にあった｡ 彼は戻って行っ
て､ 容易に流しの修理を終えることができた｡ 二と二を足してみろ､ そうすればそれが










―気に入った？ そのままにしていて｡ 日光がきみの顔の側面に差し､ 首に当たって
いる｡ 魅力的に見えるよ｡
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彼は腰を下ろし､ タバコに火をつけた｡
―これ､ 美しいわ､ と彼女は言って､ 椅子の肘掛けに腰を掛けた｡ 有り難うね｡
―それ､ きみに似合ってるよ｡
―これは､ 特別の時に取っておくわ｡





















































―しかし､ ねえ､ いいかい？ 彼は腰を下ろして言った､ 幾つかの点で､ きみは女と
いうより､ おれにはもっと男の子のようだよ｡
―どういう意味なの？
―いや､ 大丈夫､ 女性だが｡ しかし､ 精神的エネルギーの一定した保ち方が好きだな｡
おれ自身､ そこから多くを学べるよ｡ しかし､ きみが何であれ､ おれにはいい伴侶
だ｡ 本当に気のあった友だちだ｡
―ほんとう？
―そうだよ､ いいかい､ 例えば､ マークはそのことを決して理解できなかった｡ あい








































―まあ､ ちょっと待って｡ 先ず第一に､ きみはおれの友人の一人について話しをして












テーブルがある｡ あれはテーブルだ｡ 椅子がある｡ テーブルがある｡ あれは果物の鉢｡
テーブルクロスがある｡ カーテンがある｡ 風は全くない｡ 石炭バケツがある｡ この部屋
には女は誰もいない｡ これは部屋だ｡ 壁紙がある､ 壁に｡ 六つの壁がある｡ 八つの壁｡
八角形｡ この部屋は八角形､ 女はいず一匹のネコだけ｡ ネコがカーペットにいる｡ 暖炉
の上に鏡がある｡ ぼくの靴がある､ ぼくの足の上に｡ 風は全くない｡ これは旅､ そして
待ち伏せ｡ これは寒気の中心､旅の休止､ 何の待ち伏せではない｡ これはおれが隠れる
深い草｡ これは夜と朝の中心にある藪｡ 短剣のような百ワットの電球がある｡ 朝でも夜
でもない｡
この部屋は動く｡ この部屋は動いている｡ それは動いた｡ それは到達した―突然の停
止｡ 待ち伏せなんかない｡ 敵は誰もいない｡ わなはない｡ 全ては明らかで豊富だ､ 閉鎖
されていないし､ 閉じようとしていないし､ 動かされていないし､ 動いていないし､ こ
そこそしていないし､ 狡猾さを持ち合わせていない｡ 時は庭があるところでは暗くなる
だろう｡ ここにぼくの持ち合わせ品がある｡ これがぼくの取り付け品｡ 多分朝になるだ
ろう｡ もし朝が来ても､ それはぼくの固定備品を又贅沢品を破壊しないだろう｡ ぼくの
城壁の上には道がある､ その最終地で出入口がない｡ さまざまなものの集合所､ すべて
装置の中｡ もし夜に暗くあるいは明るくても､ 干渉するものは何もない｡ ぼくは自分の
小部屋がある｡ ぼくには個室がある｡ 全ては秩序付けられ､ 本来の場所にあり､ 何らの
過ちもなされていない｡ ぼくは動けない｡ 逃げ出すことは出来ない｡ 夜でもないし､ 朝
でもない｡ 二人の見知らぬ同士の間には､ 何ら待ち伏せもない､ あるのはこの状態だけ､
ぼくの取り付け品､ ぼくの装置がある､ ぼくが家にいるとき､ ぼくは一人のとき､ 整え
ることを必要とせず､ ぼくには盟友がおり､ ぼくには物があり､ ぼくにはネコがおり､
ぼくにはカーペットがあり､ ぼくには土地がある､ これは王国であり､ 裏切りはなく､
信頼はなく､ 旅はなく､ 誰もぼくの脇腹に弾丸を撃ち込むことはない｡
やつらは弾丸を撃ち込む､ ぼくの脇腹に｡
ベルが部屋の中で裂けた｡ レンは立ち上がった｡ 彼はテーブルの本を脇に押し､ テー
ブルクロスを持ち上げ､ ネコを肘で押しやり､ そして静かに立った｡ 彼は肘掛け椅子の
ふくらみの中に深く入り込むのを感じ､ クッションを持ち上げて窓の下枠を叩き､ カー
テンを引いてしめ､ じっと佇んだ｡ ベルが鳴った｡ かれは暖炉を点検し､ 炉床を見るの
に膝をつき､ テーブルの下を這って床に敷物がないのに気づいた｡ 彼は立ち上がってじっ
とした｡ ベルが鳴った｡ 彼は鏡台の方に動き､ 椀一杯の手紙を空っぽにし､ 皿からカッ
プを持ち上げて､ そして身震いしながら足元を見下ろした｡ 彼の眼は影を捕まえて､ 顎
が更に引かれた｡ 彼のジャケットの上ポケットにメガネがあった｡ 彼はそれをかけて正
面ドアまで階段を上がって行き､ ドアを開けた｡
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―無｡ 無についてだよ｡ この部屋｡ 無｡ 時間､ 考え､ 思索の浪費｡
―この部屋がどうしたんだ？
―この部屋がどうかしたかだって？ それは存在しないんだ！ きみがわかっていない























ている｡ そうだ｡ しかし､ その時が来たらいい､ ぼくがきっとするのはぼく自身の
口の中に､ その石炭を入れることなんだよ｡
―それは何故だ？




まま｡ しかし奴についてちょっと言っておこう｡ きみがここにいるので｡ いい､ 無
においてはどんな状態かぼくはわかっている｡ ぼくは無を知っている｡ 不毛の無感
覚な空｡ しかしピートにとっては､ 無でさえ建設的な何かなんだ｡ ピートの無は食
い荒らす､ それは貪欲､ それは悪意ある成長だ｡ しかし､ わかるかい､ 彼は抵抗す
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る､ 死ぬまでそれと取っ組み合いをする｡ やつはファイターだよ｡ ぼくの無はわざ
わざそのように行動しない｡ それはぼくが尻込みする間､ そのかぎ爪の足を舐めて












―おお､ そう､ マークは言った､ やつは犬に本をぶつけるんだろう､ 違うか？
―まちがいなく本をぶつけるよ｡
―そういうやつだよ､ マークは言った｡ えーっと､ やつは最近おまえに何かいいこと
してくれたか？
―彼はぼくに二､ 三信頼できるヒントをくれたよ､ 本当なんだよ､ とレンが言って､
肩をすくめた｡ ところで､ 全ての人には盲点があると思うよ｡
彼は指を堅く握ったり緩めたりしながら､ 部屋を大またに歩き始めた｡









―ちょっと聞いてくれ｡ 料金が上がっているのは認めるよ､ しかし､ もしきみが料金
を払えないと感じるなら､ ぼくはいつもきみをどうにかして運転手の隣や荷物入れ





国際英語学部紀要 第 20 号
78
―何故？ やつはそれで金を得たのか？
―見方によればそうだと思う､ しかし､ それは的を外れている｡ ぼくはきみから適正
な料金､ あるいはそのような何かを教えてもらうのは想像できない｡ しかしきみは､
収支決算の上昇､ 下降に左右されていることを理解しなければいけない｡ もし景気
















―しかし､ マーク､ お願いがあるんだけれど､ 唾を吐かないでくれ｡ きみは唾を吐い



















―いいか､ レン､ と彼は言った､ おまえがやらなければいけないことは､ はり紙を掲
げることだけだ｡ ｢唾吐き禁止｣｡ それには誰も異議を唱えられないぜ｡ 料金は十分
高すぎる｡ それに加えて おれには罰金を払う余裕がない｡











寄せ､ クッションの上で後ろに撫でつけた｡ 窓枠のあたりに月がかかっていた｡ 彼女は
自分の方に彼をたぐり寄せた｡ 彼は彼女の胸に頭を乗せた｡ 二人の頭上で､ 開いた窓を
通して､ 微風が軽く動いた｡ 彼女は彼の頭越しに壁の方を見た｡ 彼女は二人の接合地点
が判然とわからなかった｡ 二人は離れるようにも彼女に近づくようにも思われた｡ 彼女
はしわが寄った天井をじっと見つめた｡ 垂れた影の薄暗い縁が最初ははっきりしていた
が､ 今や彼女の目にはぼんやりして､ 形から幻影へ､ 天井のふくらみへと変化した｡ 壁
の上には､ 窓の光から向けられた横縞のある長方形の影があった｡ 暗闇は､ 体の上で鋭





―いや､ 暗いわ､ 彼女は言った｡ あなたが動いたからもっとそうよ｡
―それは暑さだよ｡ もしそんなに暑くなかったなら､ それほど暗くはないだろう｡




―しかし､ 今は暗いわ｡ 私たちがこんなに白いので一層暗いわ､ と彼女が言った｡
―そうだ｡
彼は彼女を自分に引き寄せキスをし､ 彼女をクッションの方に向け､ そして彼女の顔



































は､ 彼と共にぐるっと旋回し見下ろした｡ 体を曲げて､ 彼女は彼にキスをし､ それから
離れて移動し､ 真っ直ぐに座った｡ 彼は彼女を引き戻し､ 彼女の肩に口を押しつけた｡
彼女の髪の毛は彼女の顔の前で揺れ動いた｡ 彼は彼女の胸にキスをした｡ 彼女は窓をじっ
と見つめた｡ 明かりはガラスでおおわれた｡ 彼女は彼の尻に目をやり､ そして体に目を
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―時々起こることは､ と彼は言った､ きみは実際､ きみの思っている以上に先に行っ
ていることだ｡ きみは自身の時代に遅れているが､ それを知らない｡ 全てこのこと












































―おれたちは何だろう､ おれときみ？ おれたちが違うのは､ 二つから成る恋愛機械
の部品でないことだ｡
―ええ､ 確かにそうでないわ｡













挟まれた｡ ほとんどペニスが縮むほどだったよ｡ 彼女は看護師だった､ あのやつ｡
十分な資格ありだった｡ あの女はよくおれの皮膚を抓ったものだ､ いかにおれを死
























注 1 テキストは､ Harold Pinter, The Dwarfs: A Novel (London:Faber and Faber, 1990) を使
用した｡
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